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従
業
員
を
採
用
し
た
と

き◎
資
格
取
得
届

●
被
保
険
者
に
な
る
方

　

適
用
事
業
所
で
常
用
的
使
用
関
係
に
あ

る
方
は
、
国
籍
や
本
人
の
意
思
な
ど
に
関

係
な
く
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
（
七
十
歳

以
上
の
方
は
健
康
保
険
の
み
の
被
保
険
者

と
な
り
、
七
十
五
歳
か
ら
は
適
用
事
業
所

に
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
資
格

を
喪
失
し
ま
す
）。

●
資
格
取
得
年
月
日

　

適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
場
合
は
、
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し

ま
す
。
試
用
期
間
や
見
習
期
間
を
定
め
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
日
が
資
格
取
得
年
月
日
と
な

り
ま
す
。

●
提
出
期
限

　

資
格
取
得
日
か
ら
五
日
以
内

●
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
取
扱
い

　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
短
時
間
労
働

者
に
つ
い
て
は
、
一
日
の
労
働
時
間
と
一

ヵ
月
の
勤
務
日
数
が
一
般
社
員
の
お
お
む

ね
四
分
の
三
以
上
で
あ
れ
ば
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
八
年
十
月
よ
り
、
四

分
の
三
未
満
で
あ
っ
て
も
被
保
険
者
が

五
百
一
人
以
上
の
事
業
所
で
週
の
所
定
労

働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
あ
る
場
合
な
ど

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
は
被
保
険
者
と

な
る
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
基
礎
年
金
番
号

　

過
去
に
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

に
つ
い
て
は
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
記
載
の
年
金
手
帳
の

提
出
を
求
め
、
基
礎
年
金
番
号
を
確
認
し

た
う
え
で
届
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
の
紛
失
等
に
よ
り
基
礎
年
金

番
号
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
本
人

確
認
の
う
え
資
格
取
得
届
と
併
せ
て
職
歴

等
を
記
載
し
た
「
年
金
手
帳
再
交
付
申
請

書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
報
酬
月
額

　

支
払
見
込
み
額
を
記
入
し
ま
す
。
見
込

み
額
は
、
基
本
給
に
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
な
ど
の
固
定
的
に
支
給
さ
れ
る
諸
手
当

や
残
業
手
当
等
の
非
固
定
的
な
手
当
を
加

え
て
算
出
し
ま
す
。

　

残
業
手
当
等
は
、
同
じ
業
務
に
従
事
し

て
い
る
方
を
参
考
に
見
込
み
額
を
算
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
住
所
欄

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
向
け
、
新
規

に
基
礎
年
金
番
号
を
付
番
す
る
際
に
住
民

票
上
の
住
所
を
も
と
に
住
民
票
コ
ー
ド
を

収
録
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
原
則
住
民
票
上
の
住
所
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

①
基
礎
年
金
番
号
を
お
持
ち
で
な
い
、
ま

た
は
確
認
で
き
な
い

②
住
民
票
上
の
住
所
以
外
に
郵
便
物
の
届

く
住
所
が
あ
る
（
現
住
所
が
住
民
票
上

の
住
所
と
異
な
る
）

の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
は
、
被
保
険

者
住
所
欄
に
郵
便
物
の
届
く
住
所
を
記
入

し
、
備
考
欄
に
住
民
票
上
の
住
所
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
被
扶
養
者
（
異
動
）
届

●
被
扶
養
者
に
な
る
方

　

被
保
険
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
被
扶
養
者
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
資

格
取
得
届
に
被
扶
養
者
（
異
動
）
届
を
添

人
事
異
動
の
季
節
で
す

届
出
は
正
し
く
速
や
か
に

◆詳しくは、お近くの年金事務所へお問い合わせください◆

図1　被扶養者になることができる続柄図2
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130万円 対象者の年収状況 認定

同
居
の
場
合

対象者の年収 130万円未満
1/2未満被保険者の年収

認
定
を
受
け
る
時
点
の
収
入
を
年
間
に
換
算
し
ま
す
。

年
金
や
失
業
等
給
付
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▲1/2

対象者の年収 130万円以上
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付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、被
保
険
者
が
六
十
五
歳
未
満
で
、

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶

者
が
い
る
場
合
は
、
国
民
年
金
第
３
号
被

保
険
者
届
（「
被
扶
養
者
（
異
動
）
届
」
の

三
枚
目
）
を
併
せ
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

被
扶
養
者
に
な
れ
る
方
の
範
囲
は
、
三

親
等
以
内
の
親
族
で
【
図
１
】
の
と
お
り

で
す
。

●
生
計
維
持
の
基
準

　

被
扶
養
者
の
認
定
条
件
の
一
つ
で
あ
る

「
主
と
し
て
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て

生
活
し
て
い
る
」
状
態
と
は
、【
図
２
】
の

基
準
に
よ
り
ま
す
（
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
る
方
が
六
十
歳
以
上
ま
た
は
障
害
者
の

場
合
は「
１
３
０
万
円
」を「
１
８
０
万
円
」

に
読
み
替
え
ま
す
）。

◎
ロ
ー
マ
字
氏
名
届

　

外
国
籍
の
方
の
年
金
記
録
を
適
正
に
管

理
す
る
た
め
、
外
国
籍
の
方
の
厚
生
年
金

保
険
資
格
取
得
届
、
厚
生
年
金
保
険
被
保

険
者
氏
名
変
更
届
、
国
民
年
金
第
３
号
被

保
険
者
関
係
届
を
提
出
す
る
際
に
は
、
ロ

ー
マ
字
氏
名
届
も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
留
意
事
項

・
届
書
に
は
、
在
留
カ
ー
ド
、
住
民
票
の

写
し
等
に
記
載
の
あ
る
氏
名
を
記
入
し

て
下
さ
い
。

・
届
出
後
も
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
送

り
す
る
各
種
通
知
書
や
全
国
健
康
保
険

協
会
が
発
行
す
る
健
康
保
険
被
保
険
者

証
は
カ
ナ
氏
名
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

◎
７
０
歳
以
上
被
用
者
該
当
届

　

厚
生
年
金
の
被
保
険
者
に
は
な
ら
な
い

七
十
歳
以
上
の
方
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
方

の
賃
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
金
額
に
応
じ

て
、
受
給
さ
れ
て
い
る
老
齢
厚
生
年
金
が

在
職
支
給
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
七
十
歳
以
上
の
方
を
採
用
し
た

場
合
は
、
７
０
歳
以
上
被
用
者
該
当
届
を

併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

従
業
員
が
転
勤
・
退
職

し
た
と
き

◎
資
格
喪
失
届

●
資
格
喪
失
年
月
日

　

転
勤
等
の
場
合
は
異
動
し
た
日
、
退
職

の
場
合
は
、
退
職
日
の
翌
日
が
資
格
喪
失

年
月
日
に
な
り
ま
す
。

●
提
出
期
限

　

資
格
喪
失
日
か
ら
五
日
以
内

●
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
返
納

　

資
格
喪
失
届
に
退
職
者
及
び
被
扶
養
者

全
員
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。（
高
齢
受
給
者
証
や
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
併
せ
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

紛
失
等
に
よ
り
返
納
で
き
な
い
場
合

は
、
回
収
不
能
届
・
滅
失
届
と
と
も
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
扶
養
者
が
就
職
し
た

と
き

◎
被
扶
養
者
（
異
動
）
届

　

被
扶
養
者
が
就
職
し
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
就
職
日
を
も
っ

て
被
扶
養
者
か
ら
除
く
こ
と
に
な
る
た

め
、
被
扶
養
者
（
異
動
）
届
に
該
当
者
の

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
添
付
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
短
時
間
の
労
働
な
ど
で
健
康
保

険
の
被
保
険
者
に
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
収
入
が
【
図
２
】
の
×
に
当
て
は

ま
る
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
も
被
扶
養
者

か
ら
除
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
同
様
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
後
、
引
き
続
い
て

再
雇
用
し
た
と
き

◎
六
十
歳
未
満
の
方

　

被
保
険
者
が
雇
用
契
約
期
間
の
満
了
等

に
よ
り
退
職
し
た
後
一
日
の
空
白
も
な
く

同
じ
事
業
所
に
再
雇
用
さ
れ
た
場
合
、
実

際
の
雇
用
関
係
は
継
続
し
て
い
る
た
め
被

保
険
者
の
資
格
も
継
続
す
る
た
め
、
資
格

喪
失
届
等
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
再
雇
用
の
際
に
報
酬
の
変
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
月
額
変
更
届
ま
た
は
算

定
基
礎
届
で
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
し
ま

す
。

◎
六
十
歳
以
上
の
方

　

六
十
歳
以
上
の
方
が
退
職
後
に
一
日
の

空
白
も
な
く
継
続
し
て
同
じ
事
業
所
に
再

雇
用
さ
れ
た
場
合
は
、
雇
用
関
係
が
い
っ

た
ん
中
断
し
た
も
の
と
し
て
「
資
格
喪
失

届
」
と
「
資
格
取
得
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
再
雇
用
さ
れ
た
月
分
か
ら
再
雇

用
後
の
報
酬
に
応
じ
た
標
準
報
酬
月
額
に

変
更
し
ま
す
。

●
留
意
事
項

　

左
記
の
①
と
②
の
両
方
、
ま
た
は
③
を

添
付
し
、「
資
格
喪
失
届
」
と
「
資
格
取
得

届
」
を
同
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
そ

の
方
に
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
「
被
扶

養
者
（
異
動
）
届
」
も
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）。①就

業
規
則
、
退
職
辞
令
の
写
し
（
退

職
日
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
）

②
雇
用
契
約
書
の
写
し
（
継
続
し
て
再

雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
に

限
る
）

③「
退
職
日
」及
び「
再
雇
用
さ
れ
た
日
」

に
関
す
る
事
業
主
の
証
明
書
（
事
業

主
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
）
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国民年金保険料のお知らせ国民年金保険料のお知らせ

平成27年度分の国民年金保険料の納付はお済みですか？

•口座振替は、金融機関の窓口、または年金事務所で受け付けております。
•口座振替のお申し込みには基礎年金番号の記入が必要です。年金手帳や納付書で、あらか
じめ基礎年金番号をご確認ください。また、金融機関届出の押印が必要です。
•申込用紙は、一部金融機関・年金事務所の窓口に備え付けてあります。日本年金機構ホーム
ページ（http://www.nenkin.go.jp/）からプリントアウトして郵送でお申し込みいただくこ
ともできます。

•将来受ける年金額が減額になったり、年金が受けられない場合があります。
•万一の事故などで障害者になったときの障害年金が受けられない場合があります。
•一家の支え手が亡くなったときの遺族年金が受けられない場合があります。

平成28年4月分保険料から16,260円になります

保険料を当月末の口座振替にすると、早割制度で毎月50円お得になります。

承認を受けた期間中に、万一の事故などで障害を負った場合には、
障害基礎年金を受け取ることができます。

国民年金保険料の納付、学生納付特例制度に関するご相談は、お近くの年金事務所へお問い合わせください。

保険料を納め忘れて未納のままにしてしまうと…

国民年金保険料は、安心・便利な口座振替で!

納め忘れている方は、4月中に納めましょう。納め忘れている方は、4月中に納めましょう。

口座振替のお申し込み方法口座振替のお申し込み方法

承認を受けた期間は、年金を受けとるための資格期間に算入されます
が、年金額には反映されません。そこで、これらの期間の保険料は、10
年以内であれば後で古い期間から順に納付していただけるようになっ
ています（これを「追納」といいます）。
　追納をする場合の保険料額は、学生納付特例を受けた期間の翌年度
から起算して、3年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受け
た期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

学生で保険料の納付が困難な方は「学生納付特例制度」をご利用ください

学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合は申請することにより
保険料の納付が猶予されます。（学生証など、学生であることの証明が必要です）

～学生の子ども（20歳以上）を扶養されている方にお勧めください～

ポイントポイント11
ポイントポイント22

学生納付
特例制度とは
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傷病手当金・出産手当金の給付金額の計算方法

お問い合わせ先
協会けんぽ　茨城

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/ibaraki/

☎029-303-1500（代表）

傷病手当金・出産手当金の給付金額の計算方法について、平成27年度に健康保険法改正が行われました。
平成28年４月から、支給開始される前１年間の給与を基に計算された金額で支給されます。

傷病手当金・出産手当金の計算方法が

平成28年4月から変わります！

協会けんぽ茨城支部からのお知らせ

協会けんぽ茨城支部  平成28年度保険料率について
平成28年度の健康保険料率・介護保険料率は、平成27年度と同じ率に据え置かれます。

◆　40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
◆　変更後の健康保険料率と介護保険料率は、３月分（４月納付分）から適用されます。また、賞与については、支給日が３月１日分からとなります。
◆　健康保険料率（9.92％）の内訳は、基本保険料率（6.25％）と特定保険料率（3.67％）です。

　　なお、平成28年度の都道府県ごとの健康保険料率は、支部別に「引上げ」「据え置き」「引下げ」のある改定となります

《お問い合わせ先：029−303−1580（企画総務グループ）》

据え置き 据え置き

9.92％健　康
保険料率 1.58％介　護

保険料率

9.92％健康保険料率 1.58％介護保険料率平成27年度

平成28年度

平成28年３月31日までの支給金額

平成28年４月１日からの支給金額

１日あたりの金額　　［休んだ日の標準報酬月額］÷ 30日 × 2−3

１日あたりの金額 ÷ 30日 × 2−3
支給開始日※以前の継続した12ヶ月間の
各月の標準報酬月額を平均した額

※支給開始日とは、一番最初に給付が支給された日のことです

支給開始日以前の期間が
12ヶ月に満たない場合は

•　支給開始日の属する月以前の継続した各月の標準報酬月額の平均額

•　28万円（当該年度の前年度の９月30日における全被保険者の同月の標準報酬月額を平均した額）
を比べて少ない方の額を
使用して計算します。

《お問い合わせ先：029−303−1582（業務グループ）》

例

平成27年4月1日	 資格取得
平成27年９月	 標準報酬月額改定　　の場合
平成28年6月1日	 支給開始日

Ｈ27.7 Ｈ28.6

Ｈ27.4.1
資格取得

Ｈ27.9

支 給 開 始 日 以 前

支給開始日以前の継続した12ヶ月間

支給開始日以降

標準報酬月額30万円標準報酬月額26万円

支給開始日以前の12ヶ月（Ｈ27.7〜Ｈ28.6）の
各月の標準報酬月額を合算して平均額を算出します。

Ｈ28.6.1
支給開始日

2−3（26万円×2ヶ月＋30万円×10ヶ月）÷12ヶ月÷30日×　＝6,520円
支給日額

※1 ※2

※1　「30日」で割ったところで１の位を四捨五入します
※2　「　 」で計算した金額に小数点があれば、小数点第１位を四捨五入します2−3
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茨城県年金受給者協会連合会
からのお知らせ
茨城県年金受給者協会連合会
からのお知らせ

　私たちは、各種年金（厚生、国民、共済）受給者及び年金受給予定者による約1万3千人の会員で構成し、運営しております。
 会員相互の親睦と福祉の向上を図るため、受給者協会では「年金に関する情報提供、スポーツ大会、広報紙発行、旅行、健康福
祉講座」などを実施しております。
　その他、各種会員割引サービスの充実を図り、皆さまの加入をお待ちしております。

☆ご入会等のお問い合わせやお申し込みは、下記の地区協会にご連絡ください。

水戸地区年金受給者協会
〒310-0021　水戸市南町3-4-57　☎029-224-2116

水戸市、ひたちなか市、常陸大宮市、常陸太田市、那珂市、笠間市、鉾田市、鹿嶋市、
神栖市、潮来市、行方市、小美玉市、大子町、茨城町、大洗町、城里町、東海村

県北地区年金受給者協会
〒317-0073　日立市幸町2-9-1　☎0294-24-3305

日立市、高萩市、北茨城市及びその近隣市町村

県南地区年金受給者協会
〒300-0842　土浦市西根南1-10-23　☎029-843-1689

土浦市、石岡市、龍ヶ崎市、取手市、牛久市、つくば市、つくばみらい市、守谷市、
かすみがうら市、稲敷市、小美玉市（旧玉里村）、阿見町、河内町、利根町、美浦村

県西地区年金受給者協会

茨城県年金受給者協会連合会
〒300-4503　筑西市宮後2158-9　☎0296-52-6033

（一社）全国年金受給者
団　体　連　合　会
〒310-0021　水戸市南町3-4-57　水戸セントラルビル３階　☎029-300-4165

筑西市、古河市、結城市、下妻市、常総市、坂東市、桜川市、八千代町、境町、五霞町

会員
募集

届書等のご提出は事務センターへの直送をお願いします！
【事務センターへ直送するメリット】
◦年金事務所でお預かりした届書等は、各都道府県に設置された事務センターで、届書の審査、入力
処理、発送業務を一括して行っています。

◦届書等を事務センターへ直送していただくことにより、事務処理が１日から２日程度早くなり、
少しでも早くお客様のお手元へ健康保険被保険者証や通知書等のお届けが可能となります。

◦資格取得届、喪失届、被扶養者（異動）届、賞与支払届、報酬月額算定基礎届、報酬月額変更届、
住所変更届ほか健康保険・厚生年金保険の適用に関する全ての届書

◦届書用紙は日本年金機構ホームページ（http://www.nenkin.go.jp/）よりダウンロードすることが
できます。また、届書の記入例も掲載していますので、届書作成の際はご確認願います。

※健康保険・厚生年金保険の適用に関する届書等を郵送される際は、封筒に送付先の事務センター名
と郵便番号（大口事業所個別番号）を記載するだけで、事務センターへ届きます。

事務センターで取扱う届書等

〒310−8570	 日本年金機構　茨城事務センター
	 管理・厚生年金適用グループ適用関係届書の送付先

茨城事務センター・県内年金事務所からのお知らせ


